
総務省消防庁

大分市大規模火災を踏まえた検討の方向性

資料５第１回大分市大規模火災を踏まえた消防防災対策のあり方に関する検討会



大分市大規模火災を踏まえた検討の方向性

【全体的な方向性】 
糸魚川市大規模火災（H28）、輪島市大規模火災（R6）を踏まえた対応策の拡充

○ 延焼拡大の要因分析（気象、密集住宅市街地の状況等）を踏まえ、密集住宅市街地における防火
安全対策について検討する必要があるのではないか。

１ 火災予防

○ 密集住宅市街地における効率的な消防活動に向け、事前計画の実効性を高める必要があるのではないか。
（例：密集住宅市街地に関し策定を求めている火災防ぎょ計画の計画例の作成 など）

○ 飛び火警戒や延焼拡大防止などに必要な消防力確保のため、応援要請を迅速化する必要があるのではないか。
（例：密集住宅市街地における火災に係る応援要請基準の明確化 など）

２ 消防活動・応援体制

○ 住民の避難行動に関する効果的な取組（情報伝達、啓発・訓練等）について他自治体へ横展開する
必要があるのではないか。

３ 住民の避難行動

○ 密集住宅市街地における火災において、狭隘道路での迅速な消火、延焼拡大防止、延焼拡大状況の
把握等に資する、新たな装備・技術の充実について検討する必要があるのではないか。

４ 装備・技術の充実強化

※ 上記各項目について、今後、調査、事例収集等を実施し、第２回会合以降で報告予定。

５ その他

○ その他検討会を通じて抽出された課題について
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